
CUC公開講座2022[第8回]第2報告

フェアトレード大学認定を考える
ー北星学園大学の取り組みから

2022年11月25日（金）16：10～16：40
北星学園大学経済学部教授 萱野智篤
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本日の話しの流れ：

１．フェアトレード大学、その認定基準

２．2019年、初認定時までの北星の活動

３．コロナ渦の中での活動（2020年～2022年）

４. 認定を考える
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フェアトレード大学とは？
 2003年、イギリスのオックスフォー
ド・ブルックス大学の学生団体が、大
学ぐるみでフェアトレードを普及して
いくことを宣言し、世界初のフェアト
レード大学となる。

 日本では、2014年にファトレード大学
の5基準が作られ、2018年1月に、静岡
県浜松市の静岡文化芸術大学が日本で
初めてのフェアトレード大学の認定を
受ける。

 札幌は、2019年6月、日本で5番目の
フェアトレードタウンとなり、2019年
10月には、国内2番目、北海道で初めて
のフェアトレード大学が2校同時に誕生。
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日本のフェアトレード大学基準は？
 基準1. フェアトレードの普及を目指す学生団体が存在する。

 基準2. フェアトレードの普及を図るキャンペーンやイベント、並びにフェアト
レードに関する研究・教育活動がキャンパス内外で行われている。

 基準3. 大学当局がフェアトレード産品を調達している。

 基準4. 複数のフェアトレード産品がキャンパス内で購入可能となっている。

 基準5. フェアトレードの理念を支持し、その普及をうたったフェアトレード大学
憲章を策定し、学生自治会（ないし学友会などそれに準ずる組織）、FT普及学生
団体、大学当局の三者が同憲章に賛同している。
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フェアトレード大学基準－5基準を順にみ
て、北星の状況と照らし合わせて見ると。
基準１． フェアトレードの普及を目指す学生団体が存在する。
【指標】１）フェアトレード普及学生団体（以下、普及学生団体と略す。）が大
学から公認されている、ないし公認の申請を行っている。

北星には、「北星フェアトレード」という教員と学生で作るフェアトレード団体
があり、2005年から活発な活動を展開し、2017年12月に大学にサークル公認申
請を行っている。

2022年11月公認

２）普及学生団体に顧問の教員がいる。

いる。萱野智篤
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基準２．フェアトレードの普及を目指したキャンペーン
や研究・教育活動がキャンパス内外で行われている。
【指標】１）普及学生団体が3年以上にわたって継続的にフェアトレードの普及活動を
行っている。
２）フェアトレードに関する研究・教育活動が推進・推奨されている。

2005年～2019年の14年間の中で73回の学内外でのイベントを主
催・参加、うち45回は主催イベント。

2008年から経済学部で「フェアトレード実習/フェアトレード」の
科目が開講され、年平均50名が履修。夏休みにフェアトレード製
品常置店舗調査を行い、研究論文、卒論も多数生まれている。

2020年～2022年コロナ禍の中での活動は後述。
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基準３．大学当局がフェアトレード産品を調達している。
【指標】大学当局が継続的にフェアトレード産品を購入し、
利用している。

2019年1月から入試監督室でフェアトレード紅茶提供開始。
2019年4月から非常勤講師控室でフェアトレード紅茶提供
開始

2022年4月、寄付者への返礼品として大学ロゴ入り栞、竹
製ボールペン（北星フェアトレードを通じてベトナムのFT
団体制作）及びFI認証オーガニックコットン使用トート
バッグを導入。
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基準４．フェアトレード産品（食品・衣類・文具・手工芸品
など）がキャンパス内で購入可能である。
【指標】大学生協食堂・売店やキャンパス内のカフェ等で、二品目以上のフェアトレード産品
が継続的に販売され、購入可能である。
※一年のうち半年以上販売されていることを「継続的」と見なす。
※フェアトレード産品には、FLO（国際フェアトレードラベル機構）ラベル認証産品とWFTO
（世界フェアトレード機関）加盟団体の産品、それに普及学生団体が適切と認めるフェアト
レード団体の産品が含まれる。
※「適切と認めるフェアトレード団体」とは、少なくとも以下の条件を満たしている団体のこ
とをいう。
a) WFTOの10原則に立って活動している。
b) 事業の透明性が確保されている。

大学生協での北星フェアトレードによるワゴン販売、生協で
フェアトレード紅茶常置、North Café Sarahでフェアトレード
紅茶提供。
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基準５．学生自治会（学友会などそれに準ずる組織）、フェアトレード
普及学生団体、大学当局の三者によってフェアトレード大学憲章が策定
されている。
【指標】１）策定された大学憲章において、フェアトレードの理念を支持し、その普及及び
推進を謳っている。
２）同憲章が大学の理事会あるいは全学教授会、ないし過半数の教授会で報告、承認され、
理事長ないし学長が同憲章へのコミットを公に表明している。
※学生自治会ないしは学友会などそれに準ずる組織が存在しない場合は、普及学生団体と大
学当局の二者によって策定されている。

2019年1月～2月 北星フェアトレードと学生自治委員会代表でフェアトレード大学憲章
づくりが進む。

2月26日 学長・副学長と学生代表（北星フェアトレード、自治委員会）で協議。
最終原案がまとまる。

3月6日 大学評議会で審議、一部修正の上承認。
3月11日 学長、北星フェアトレード代表、自治委員会3者の代表が署名、捺印。
3月19日 大学HPで学長の憲章へのコミットメントを公表。
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2019年6月11日（火）FTFJ（日本フェアト
レードフォーラム）認定委員による現地調査
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フェアトレード大学に認定に至るまで

 2019年6月の現地調査は、ほぼ同時に申請された札幌学院大
学の認定調査と続けて行われた。

 その後、調査団から調査報告書が、FTFJ（日本フェアトレー
ドフォーラム）認定委員会に提出され、認定委員会で承認を
受けた後、最終報告書がFTFJ理事会に送られた。

 最終報告書は2019年7月に提出され、8月の理事会にかけられ
たが、理事の数が定足数に達せず、議決ができなかった。9月
の理事会で再び審議され、認定委員長の勧告に従い、2校同時
の認定となった。
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2019年10月12日、フェアトレードタウンさっ
ぽろに国内2番目、北海道で初めてのフェアト
レード大学が2校同時に誕生
 大学ぐるみでフェアトレード
を推進している大学を認定す
るのがフェアトレード大学。

 2017年に浜松市の静岡文化芸
術大学が国内初認定。

 2019年10月には、北星学園大
学・北星学園大学短期大学部
と札幌学院大学が2校同時に
フェアトレード大学に認定さ
れた。

16



コロナ禍の中での活動
2020年3月 北星フェアトレードが北星学園賞受賞
副賞を生かして3月～6月 ベトナムの生産団体と提携し大学ロゴ入り栞と竹製ペン制
作

2020年8月～9月 経済学部科目「フェアトレード」店舗調査実施
2020年10月 札幌学院大学と世界フェアトレード大学Webシンポジウムを共催。

英国 Middlesex 大学、静岡文化芸術大学参加。
日英大学でエシカル消費に関する意識調査実施。

2021年2月 FTFJ主催 オンライン交流会「フェアトレード大学」未来のカタチ
わかものがフェアトレードを考える！ディスカッション〜フェアトレードでつくれる
未来ってなんだ？〜に参加。

2021年8月～9月 経済学部科目「フェアトレード」店舗調査実施
2021年9月 北海道静内高校とのフェアトレードコラボ授業実施
2021年12月 北海道国際協力フェスタに北星フェアトレードがオンライン出店
2022年6月 フェアトレードフェスタinさっぽろ2022に北星フェアトレードが参加。
出展・活動報告

2022年8月～9月 経済学部科目「フェアトレード」店舗調査実施
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北星フェアトレードによる大学グッズ制作
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2020年6月学園

賞受賞を記念し
て、ベトナムの生
産者と提携し、北
星ロゴ入りライ
ラック柄の栞と竹
製ボールペンを
製作販売。大学
生協フェアトレー
ドワゴンで好評発
売中。



第1回世界フェアトレード大学Webシンポジウム
（2020年10月24日）
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日英4フェアトレード大学から、49名が参加して「フェアトレード大学の地域における役割」を
テーマにして討論、日英同時通訳付き。シンポジウム後に、FTFJの協力で、英国28大学159サンプ
ル、日本17大学205サンプルに「エシカル意識調査」をオンラインで実施。分析結果を 「人をエ
シカル消費に向かわせるものは何か？─日英国際分析の視点から─」と題した論文で発表。
https://sgul.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_
detail&item_id=3241&item_no=1&page_id=13&block_id=21



北海道静内高校とのフェアトレードコラボ授業（2021年6月①
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2021年6月22・29日の2回にわ
たって、北海道静内高校3年
生と、オンラインでフェアト
レード・コラボ授業を実施。
1日目は高校生が3グループに
分かれてプレゼン大会。優勝
グループの発表は、6月27日
のフェアトレードフェスタオ
ンラインさっぽろ2021で公開。
2日目（6月29日）は、北星
フェアトレードメンバーがそ
れぞれの視点から、フェアト
レードを紹介。
これがきっかけとなり、静内
高校でフェアトレードチーム
結成、独自の活動を展開。



北海道静内高校とのフェアトレードコラボ授業②
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授業に参加した3年生4名がフェア
トレードチームを結成。
地域の特徴を生かしたフェアト
レード製品を開発し、地元の地域
活性化と、厳しい状況に置かれた
世界の子供たちへの支援を行う国
際NGO（テラ・ルネッサンス）に
収益を寄付。



経済学部科目「フェアトレード」店舗調査
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「フェアトレード」（通年4単位）では、2011年から2017年までは2年ごと、2018年から
は毎年夏休みの実習課題として、札幌市内のフェアトレード常置店舗の調査を履修者が
行っている。この調査を通じて、学生は、①フェアトレード商品を判断する知識と判断
力を身に着け、②訪問調査の実践（電話での説明、アポ取り、インタビュー）を通じて、
社会人基礎力を養い、③地域におけるフェアトレードの浸透度と関係者の意識を理解す
る。調査結果は、札幌市のフェアトレードタウン認定、札幌市国際部によるフェアト
レードマップの作成、改訂の基礎データとなった。



経済学部科目「フェアトレード」店舗調査
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学生の感想・後輩へのアドバイス：
2020年度調査（前回オンラインで実施）より
今までの店舗数を上回れたことは本当にすごいと思いました。
この講義を受けている人と会ったことはないけれど、全員にお
疲れ様と言いたいです！
2021年度調査より
しっかりとメモをすること。時間を割いてくださることに感謝
し、しっかりとあいさつやお礼をいうこと。
笑顔と礼儀を大切に余り硬くならず訪問先に出向いて良いと思
います。頑張ってください。
2022年度調査より
今回でフェアトレードマップが完成したということで、自分が
調べた店名が載っていて自分たちが完成させたんだなぁと感じ
ました。
フェアトレードは自分が思っていたよりも普及しているが、認
知度はまだまだということがわかりました。調査活動で色々な
方にお話を伺った経験は自身の糧になったと感じました、同時
にもっとフェアトレードへの認知が広がり、この活動がより一
般化していくことで我々自身が社会的問題に対する意識を変え
ることにも繋がるのではと考えるきっかけになったのでそのた
めにまずは私自身がフェアトレードの活動について学び、知識
を深めたいと感じました。



大学認定を考える
・認定基準は、フェアトレード大学になるためのミニマ
ムスタンダードと考えるべきではない。
・基準は、大学で、教職員と学生が一体となってフェア
トレードを発展させるためのセーフティーネットであり、
そのセーフティーネットの上で展開される活動は、各大
学の学生・教職員のイニシアチブを生かした多様なもの
となる。
・認定はテストではない。認定の核心は、認定委員との
対話にある。多様なフェアトレード大学の経験を共有し
大学の基本的な責任である教育・研究をさらに発展させ
るきっかけが認定である。貴学の認定に幸あれ！
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